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【英文原著】 

1. Hiraoka Y, Baba Y, Inaba M, Takaoka Y, Toriumi S, Inage E, Kudo T, Ohtsuka Y, Shoji H. 

Prolonged Multi-food Food Protein-Induced Enterocolitis Syndrome (FPIES) With Yolk 

Specificity and Reproducible Cytokine Responses During Serial Oral Food Challenges. Cureus, 

2025;17(12):e100524. 
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【和文総説】 

1．  鳥海俊，稲毛英介 . 遺伝性血管性浮腫の概説と最近の話題 . アレルギーリウマチ性疾患 , 

2025;45(2):27-30. 

 

【学会発表（国内）】  

1. 稲葉真理子，馬場洋介，河西紗希，濱原彩加，蜂須康亮，田中智秀，鳥海俊，宮平憲，佐藤洋明. 小

児アナフィラキシーに対するアドレナリン自己注射薬の処方と管理 ―県データと当院実態からの

検討―. 第 161 回日本小児科学会静岡地方会, 静岡, 2025/11/30. 

2. 田中寛顕，遠山雄大，河西紗希，蜂須康亮，田中智秀，稲葉真理子，中村果歩，鳥海俊，宮平憲，

馬場洋介，東海林宏道. 再発を繰り返した小児 Clostridioides difficile 感染症に対し、バンコマイ

シンパルス療法が奏功した 1 例. 第 57 回日本小児感染症学会総会・学術集会, 千葉, 2025/11/9. 

3. 二宮遼太郎，相原久人，稲葉真理子，田中寛顕，平松直子，冨田紗也佳，石上順平，大石賢司，馬

場洋介，中野哲志. 髄液細胞数増多をみとめなかった遅発型Ｂ群溶血性連鎖球菌性髄膜炎の１例. 

第 128 回日本小児科学会学術集会, 名古屋, 2025/4/19. 

4. 竹原英駿，松田慎平，蜂須康亮，田中智秀，杉山茉莉香，中村果歩，鳥海俊，宮平憲，飯村康司，

馬場洋介. Sturge-Weber 症候群 乳児例におけるてんかん発症前の進行性画像変化ー外科的治療

への示唆. 第 160 回日本小児科学会静岡地方会, 静岡, 2025/6/8. 

 

【講演会】 

1. 馬場洋介，大塚宜一. 食物アレルギーの発症と乳児アトピー性皮膚炎の管理. 静岡アトピー研究

会, 静岡, 2025/2/23. 

2. 馬場洋介，大塚宜一. アレルギー発症の免疫メカニズム：バリア障害から始まる自然免疫と獲得免

疫のつながり. 第 49 回日本小児皮膚科学会, 栃木, 2025/7/20. 

3. 馬場洋介. 乳児期のスキンケアとアトピー性皮膚炎の治療. 鳥居薬品全国ウェブセミナー 小児

アトピー性皮膚炎診療のアップデート, オンライン, 2025/8/22. 

4. 馬場洋介. バリア障害と小児におけるデルゴシチニブ外用薬の役割小児におけるデルゴシチニブ

外用薬の役割. 子供のアレルギーを考える会 in shizuoka, 浜松, 2025/9/4. 

5. 馬場洋介. 学校生活管理指導表の問題と課題：気管支喘息の観点から. 東海アレルギー疾患診療

支援連絡会, 三重, 2025/12/14. 

 

 


